
赤
レ
ン
ガ
の
東
京
駅
に
三
か
月
寝
起
き

二
十
七
回
生

萩
原

直
大

昨
年
の
十
月
、
東
京
駅
が
六
年
間
の
長
い
工
事
を
経
て
、
大

正
三
年
開
業
当
時
の
姿
へ
と
復
元
さ
れ
た
。

凄
い
人
気
で
連
日
、
見
物
客
で
ご
っ
た
返
し
て
い
る
と
マ
ス

コ
ミ
で
報
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
聞
い
て
私
の
足
は
鈍
り
、

訪
れ
た
の
は
今
年
の
三
月
で
あ
っ
た
。

南
口
ド
1

ム
か
ら
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

・
ホ
テ
ル
を
眺
め
、
中
央

貴
賓
通
路
、
そ
し
て
北
口
ド
l
ム
へ
と
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
歩

を
進
め
、
祇
め
る
よ
う
に
見
て
回
っ
た
。
そ
の
う
ち
ツ

l
ン
と

目
頭
が
熱
く
な
る
の
を
覚
え
た
。

昭
和
四
十
三
年
の
初
夏
の
こ
と
。

窓
の
外
で
鳩
が
羽
ば
た
く

音
で
目
が
覚
め
た
。
時
計
を
見
る
と
朝
の
六
時
で
あ
る
。
ゆ
っ

く
り
と
布
団
か
ら
身
を
起
こ
し
、
窓
の
外
を
眺
め
る
と
、
右
端

に
国
鉄
本
社
、
正
面
に
は
丸
ピ
ル
、
そ
の
左
手
に
新
丸
ピ
ル
が

そ
び
え
て
い
る
。
視
界
の
左
端
に
は
中
央
郵
便
局
が
見
え
る
。

別
に
私
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

・
ホ
テ
ル
に
泊
ま
っ
て
い
た
わ
け

で
は
な
い
。
あ
の
赤
レ
ン
ガ
の
東
京
駅

・
北
口
ド

l
ム
の
二
階

に
あ
る

一
室
で
目
覚
め
た
の
で
あ
る
。

私
が
こ
の
赤
レ
ン
ガ
で

寝
泊
ま
り
し
て
い
た
の
は
、

こ
の
年
の
七
月

5
九
月
の

三
か
月
間
。

大
林
組
の
土
木
技
師
と

し
て
こ
の
東
京
駅
の
現
場

に
配
属
さ
れ
た
。

下
の
写
真
は
当
時
よ
り

ず
っ
と
後
の
時
期
で
既
に

都
電
も
な
く
な
っ
て
い
る

が
、
こ
の
北
口
ド
l
ム
の

時
計
の
下
、

二
階
が
私
の

部
屋
で
あ
っ
た
。

八
重
洲
側
の
新
幹
線
ホ

ー
ム
の
下
に
工
事
事
務
所

が
あ
り
増
設
中
で
、
そ
れ

が
出
来
る
ま
で
の
仮
住
ま

い
で
あ
っ
た
。
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そ
の
後
ろ
は
丸
ビ
ル
と
新
丸
ピ
ル
が
そ
び
え
建
ち
、
ず
っ

と
後
ろ
に
皇
居
が
あ
る
。
背
後
は
あ
の
赤
レ
ン
ガ
の
東
京

駅
。
「
何
で
、
俺
が
こ
ん
な
と
こ
に
居
る
ん
や
ろ
か
?
」
つ

い
こ
の
前
ま
で
三
島
に
居
た
の
に
。

昼
間
、
危
険
な
こ
と
を
や
っ
て
い
た
鳶
に
「
ア
カ
ン
!

ア
カ
ン
!
そ
ん
な
こ
と
し
た
ら
ア
カ
ン
で
」
と
叫
ぶ
と
、

首
か
ら
足
首
ま
で
ク
リ
カ
ラ
モ
ン
モ
ン
の
鳶
が

「
ア
カ
ン
?
ア
カ
ン
っ
て
何
語
だ
」
と
私
の
大
阪
弁
を

か
ら
か
っ
た
。

* 
一
日
の
乗
降
客
が
八
十
万
と
い
え
ど
、
八
重
洲
側
は
と
も

か
く
こ
ち
ら
の
丸
ノ
内
側
は
、
夜
、
も
八
時
を
過
ぎ
る
と
、

ひ
っ
そ
り
し
て
い
る
。
時
計
が
な
く
て
も
皇
居
前
広
場
か

ら
帰
路
に
就
く
ア
ベ
ッ
ク
を
見
て
い
る
と
だ
い
た
い
の
時

聞
が
解
る
。

八
時
台
は
お
互
い
手
を
繋
い
で
ル
ン
ル
ン
気
分
。
そ
れ

が
次
第
に

一
つ
に
な
っ
て
濃
厚
に
な
っ
て
く
る
。
十

一
時、

十
二
時
と
も
な
る
と
、
独
身
男
性
で
あ
る
私
に
は
少
々
刺

激
が
強
過
ぎ
た
。

* 
一
度
、
下
請
け
の
世
話
役
が

「監
督
!
」
と
私
を
呼
び
、

終
電
車
や
始
発
電
車
の
車
掌

・
運
転
手
や
、
改
札
業
務
に
携

わ
る
駅
員
の
た
め
に
、
東
京
駅
に
は
か
な
り
の
規
模
の
宿
泊
設

備
が
あ
っ
た
。
工
事
中
使
用
出
来
な
く
な
っ
た

一
部
の
部
屋
を
、

大
林
組
で
借
り
た
の
で
あ
る
。

赤
レ
ン
ガ
の
東
京
駅
と
丸
ピ
ル

・
新
丸
ピ
ル
の
間
の
広
場
が
、

「
東
京
駅
地
下
乗
降
場
建
霞
現
場
」

で
あ
り
、
工
事
は
昭
和
四

十
三
年
に
始
ま
り
、
四
十
七
年
に
総
武
線
、
次
い
で
横
須
賀
線

が
乗
り
入
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
地
下
三
十
メ
ー
ト
ル
に
駅
が

で
き
、
総
武
線
・横
須
賀
線
の
相
互
乗
り
入
れ
が
実
現
す
れ
ば
、

房
総
半
島
の
先
端
か
ら
三
浦
半
島
の
先
端
ま
で
、

一
本
の
線
で

結
ぼ
れ
る
の
で
あ
る
。
但
し
、
と
の
地
下
駅
は
赤
レ
ン
ガ
の
東

京
駅
と
、
北
口
改
札
口
で
交
差
す
る
設
計
で
あ
っ
た
。

こ
の
赤
レ
ン
ガ
の
丸
ノ
内
側
東
京
駅
は
大
正
三
年
に
開
業
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
基
礎
は
直
径
1
5
セ
ン
チ
、
長
さ
8
メ

ー
ト
ル
の
松
杭
が
、

一
辺
が
一
尺

(
3
0
セ
ン
チ
)
の
正
三
角

形

・
千
鳥
配
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

土
木

・
建
築
構
造
物
は
車
や
パ
ス
の
大
き
さ
で
は
な
い
。
一

般
的
に
は
巨
大
な
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
下
か
ら
造
る
の
で
は

な
く
、
既
に
あ
る
も
の
の
下
を
掘
り
下
げ
て
造
る
ま
あ
日
本

人
以
外
は
発
想
だ
に
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

あ
る
女
性
の
方
を
指
差
し
て
い
る
。

「
あ
れ
は
兼
高
か
お
る
だ
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
タ
ク
シ

ー
乗
り
場
に
立
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
野
帳
に
サ
イ
ン
を

貰
っ
た
。
今
も
大
事
に
持
っ
て
い
る
。

T
V
で
見
て
可
愛

い
女
性
と
思
っ
て
い
た
が
、
鳩
胸
の
結
構
で
か
い
女
性
で

あ
っ
た
。
で
な
け
れ
ば
、
時
に
撮
影
機
材
ま
で
担
ぎ
、
世

界
中
を
旅
出
来
な
い
だ
ろ
う
と
納
得
し
た
。

* 
先
に
も
言
っ
た
が
我
々
の
事
務
所
は
八
重
洲
側
。
日
に

何
度
と
八
重
洲
|
丸
ノ
内
側
を
行
き
来
す
る
。
そ
ん
な
あ

る
日
、

八
重
洲
の
大
丸
デ
パ
ー
ト
の
前
に
見
慣
れ
た

女
性
が
オ
ー
プ
ン
を
待
っ
て
い
る
。
で
も
今
日
は
大
丸
の

定
休
日
で
あ
る
。
よ
く
見
る
と

「
お
花
は
ん
」
の
樫
山
文

枝
で
は
な
い
か
。

「
あ
の

l
今
日
は
お
休
み
で
す
が
」
と
言
っ
た
ら
、
真
っ

赤
な
顔
を
し
て

一
言
礼
を
述
べ
、
走
り
去
っ
て
い
っ
た
。

108 -

こ
の
ほ
か
、
新
幹
線
で
遠
征
先
か
ら
帰
っ
て
く
る
巨
人
軍

の
選
手
や
、
他
の
ア
ス
リ
角
ト
、
芸
能
人
も
見
た
。

中
学
時
代
、
高
校
時
代
の
友
に
も
会
っ
た
。
東
京
駅
な
ら

で
は
で
あ
ろ
う
。

北
口
改
札
口
と
そ
の
前
の
都
電
の
下
を
3
0
メ
ー
ト
ル
も

掘
る
の
だ
か
ら
、
当
然
、
そ
れ
ら
を
先
に
別
の
も
の
で
受
け
直

さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ア
ン
ダ
ー
ピ
ニ
ン
グ
工
法
と
い
う
。

東
京
駅
は
何
と
言
っ
て
も
日
本
の
玄
関
口
で
あ
る
。

正
面
奥
に
は
皇
居
が
控
え
て
い
る
。
丸
の
内
界
隈
に
勤
め
る

何
十
万
の
人
々
が
毎
朝

・
夕
、
行
き
か
う
場
所
で
も
あ
る
。
万

が

一
に
も
事
故
を
起
こ
せ
ば
、
甚
大
な
人
身

・
物
損
被
害
を
与

え
て
し
ま
う
。
大
難
工
事
で
あ
っ
た
。

夜
勤
者
は
い
る
が
、
万

一
の
場
合
に
備
え
、
役
に
立
つ
若
い

元
気
な
男
を
現
場
に
置
い
て
お
け
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の

私
に
白
羽
の
矢
が
当
た
っ
た
と
言
う
わ
け
で
あ
る
。

こ
こ
に
私
の
東
京
駅
時
代
経
験
し
た
、
幾
つ
か
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
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* 
当
時
の
私
の
住
所
は
、

東
京
都
千
代
田
区
一
の
一

で
あ

っ
た
。
住
民
票
を
移
す
必
要
も
な
か
っ
た
が
、
多
分
、
移

せ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

* 
あ
る
真
夏
の
夜
八
時
半
、
私
は
夜
勤
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

日
は
暇
で
あ
っ
た
。
建
設
資
材
の
上
に
横
に
な
り
、
不
思

議
な
思
い
に
耽
っ
て
い
た
。
向
こ
う
の
方
を
都
電
が
走
り
、



そ
の
東
京
駅
の
コ
ン
コ

l
ス
を
ヘ
ル
メ

ッ
ト
、
泥
で
汚

れ
た
作
業
着
に
長
靴
や
安
全
靴
で
閥
歩
し
た
も
の
だ
。

* 
掘
削
中
に
出
て
き
た
モ
ノ

い
よ
い
よ
掘
削
に
入
っ
た
こ
ろ
、
別
の
工
事
現
場
で
江

戸
時
代
の
小
判
が
出
て
き
た
と
報
じ
ら
れ
た
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
我
々
も
色
め
き
立
っ
た
が
、
現
実

は
そ
れ
ほ
ど
甘
く
は
な
か
っ
た
。

出
て
き
た
の
は
、

江
戸
時
代
の
棺
桶
と
戦
前
の
銃
ぐ
ら

い
で
あ
っ
た
。
な
る
ほ
ど
、
桶
と
あ
っ
て
円
形
を
し
て
お

り
、
土
葬
の
せ
い
か
、
白
骨
遺
体
が
膝
を
抱
え
た
状
態
で

納
め
ら
れ
て
い
た
。
何
故
か
慣
慢
だ
け
が
し
ば
ら
く
我
が

事
務
所
に
飾
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
当
時
は
、
私
も
丸
ノ
内

側
北
口
ド

l
ム
か
ら
八
重
洲
の
事
務
所
に
移
り
、
宿
舎
と

し
て
い
た
の
で
、
夜
、
飲
み
に
出
て
事
務
所
に
帰
っ
て
く

る
と
、
髄
瞳
が
迎
え
て
く
れ
た
が
、
あ
ま
り
気
持
の
い
い

も
の
で
は
な
か
っ
た
。

っ
て
い
た
。
次
々
と
多
く
の
国
か
ら
元
首
が
日
本
を
訪
問

さ
れ
、
同
時
に
天
皇
に
挨
拶
に
来
ら
れ
た
。
新
幹
線
で
東

京
駅
に
着
か
れ
た
場
合
は
、
貴
賓
通
路
よ
り
皇
居
に
向
か

わ
れ
る
。
そ
の
貴
賓
通
路
の
前
が
我
が
現
場
。
そ
の
都
度
、

現
場
の
出
入
り
口
は
真
新
し
い
シ

1
ト
で
閉
じ
、
工
事
は

中
断
。

当
時
の
皇
太
子
ご
夫
妻
(
現
天
皇
陛
下

・
皇
后
陛
下
)

が
ど
こ
か
か
ら
お
帰
り
に
な
り
、
貴
賓
通
路
よ
り
皇
居
に

向
か
わ
れ
る
時
、
我
々
を
含
め
丁
度
そ
の
時
に
通
り
か
か

っ
た

一
般
人
は
、
妃
殿
下
側
に
集
ま
り
手
を
振
っ
た
。

私
が
新
聞
に

昭
和
4
5
年
2
月
2
0
日
産
経
新
聞
朝
刊
版

次
頁
が
そ
の
時
の
新
聞
の
コ
ピ
ー
で
あ
る
。
こ
れ
は
本

来
、
毎
月
連
載
の
シ
リ
ー
ズ
も
の
で
、
地
方
か
ら
東
京
に

出
て
き
て
頑
張
っ
て
い
る
若
者
を
特
集
し
て
い
た
。

宮
大
工
や
技
能
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す
る
よ
う
な
若

者
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
の
だ
と
思
う
。

当
時
で
す
ら
そ
ん
な
若
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
ま
た

し
て
も
私
に
白
羽
の
矢
が
当
っ
た
。
よ
く
当
た
る
も
の
だ
。

太
っ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
か
?

* 

* 
貴
賓
通
路

先
に
も
書
い
た
よ
う
に
、
東
京
駅
は
皇
居
の
正
面
に
位

置
し
て
い
る
。
当
時
は

一
1
二
年
後
に
大
阪
万
国
博
が
迫

写真は筆者 右の写真 :烏龍はカモフラージュ。 私にその趣味はなし、

左下の写真 :北口ドームの地下12メー トルで冒鉄の助役さんと。
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東
京
駅
の
歴
史

東
海
道

鉄
道
唱
歌
で
お
馴
染
み
の
よ
う
に
、
最
初
の
鉄
道

線
の
起
点
は
新
橋
で
あ
っ
た
。
(
ま
ず
は
横
浜
ま
で
)

当
時
の
こ
の
辺
り
は
「
三
菱
が
原
」
と
呼
ば
れ
、
草
ぼ
う
ぼ

う
の
湿
地
帯
。
そ
も
そ
も
三
菱
が
こ
の

一
帯
を
買
っ
た
時
に
は
、

「将
来
、
ラ
イ
オ
ン
で
も
放
し
飼
い
に
す
る
つ
も
り
か
」
と
馬

鹿
に
さ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
皇
居
を
正
面
に
見
る
帝
都
の
表
玄
関
に
、
相
応
し

い
駅
を
造
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
辰
野
金
吾
氏
の
設
計
で
地
上

三
階
、
地
下

一
階
の
駅
が
出
来
あ
が
っ
た
。

明
治
三
十
六
年
(
1
9
0
3
)
に
基
礎
工
事
が
始
ま
っ
た
が
、

日
露
戦
争
が
始
ま
り
中
止
。

明
治
四
十

一
年
再
開
さ
れ
、
大
正
三
年

(
1
9
1
4
)
に
開

業
し
た
。
東
京
に
足
が
か
り
が
欲
し
い
大
林
組
が
清
水
組
(
現

清
水
建
設
)
を
破
り
受
注
。

下
の
写
真
は
昭
和
初
期
で
あ
り
、
開
業
当
時
で
は
な
い
が
ほ

ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
ろ
う
。
先
の
写
真
と
比
べ
て
欲
し
い
。
北
口
・

南
口
の
ド

l
ム
の
形
状
が
異
な
っ
て
い
る
の
と
、
先
の
も
の
は

一
般
部
が

2
階
で
あ
る
。
こ
れ
は
戦
災
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

先
の
戦
争

時
の
東
京
大

空
襲
で
駅
舎

も
被
爆
。

南
北
の
ド

ー
ム
の
3
階、

一
般
部
の
屋

根
・
内
装
を

焼
失
。
1
9

4
7
年
に
再

建
。つ-

n
u
n
U
司

t

年
、
創
建
当

時
の
姿
に
再

現
す
る
と
と

も
に
、
機
能

を
拡
大
し
、

巨
大
地
震
に

も
備
え
る
工

事
が
始
ま
っ

た
。
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